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若宮閉校「説明不足」教育長が謝罪
「まずは（関係者との）相談」が必要（市長）

9月14日の市議会本会議質問で、青木ともこ議員は

若宮商業高等学校の存続を求めました。生徒･OBら関

係者ぬきで強行する閉校計画に道理がないと迫る青

木議員に、教育長は関係者への説明不足を謝罪しました。

保有資産「10％削減」を一律にあてはめるな
同校は例年、入試倍率は２倍程度、定員割れもなく

市内からの通学割合は85％、卒業生の6割が就職し、内

8割が市内の企業という地域にとって大切な学校です。

今年度から新科目もでき、制服

もリニューアルしたばかり（左

図）。また9割が女生徒である同校は『女性の自立』支

援としても重要で、閉校には道理がありません。青木

議員は「市設整備再編整備の方針（2015年）の市保有

資産「10％削減」目標を一律にあてはめ、市立高校を

閉鎖することは教育的観点を欠く」と批判しました。

生徒・保護者の切実な願いに反する
青木議員は、「経済的理由で私立に通わせること

ができない家庭にとって、市立の若宮はなくてはな

らない高校」「私はこの学校がなければ公立高校に

入れませんでした。楽しいし、商業を学べるいい学

校。母校がなくなってほしくない」などの保護者や

生徒の声を紹介。さらになごや子ども条例の「子ど

もが意見を述べる権利を保障する」を踏まえ、まず

は生徒・保護者・同窓生などと意見交換会を早急に

開催すべきと迫りました。

説明不足を教育長が謝罪
杉崎教育長は「新聞での報道があり、同窓会やＰ

ＴＡへの説明が後になってしまったことをお詫びす

る」と答弁。河村市長は「どうしたらいいのか、ま

ずは相談してみるという姿勢でやってくれと（教育

委員会に）言ってある」と苦言を呈しました。

個人質議(９月１４日）青木ともこ議員

名古屋市図書館に格差をつくるな
縮小・統廃合・民営化拡大に市民合意なし

教育委員会が6月に公表した「なごやアクティブ･ラ

イブラリー構想（案）」について、14日の本会議で青

木議員は「一区一館式で、市民が平等に利用できるこ

れまでの図書館のあり方を覆し、格差を生むもの」と

して見直しを求めました。

蔵書減、お話会もなしで格差生む
この構想も若宮商業の廃止と同様、市設整備再編整

備の方針を強く反映しています。青木議員は「現在各

館の蔵書は9万冊を超え、お話会などの行事もあり、ど

こに住んでいても等しく図書館サービスを利用できる。

しかし構想では蔵書15万冊の館ができる一方、わずか

蔵書1万冊で行事もない館もできる」と指摘したうえで、

「保有資産10％削減が一人歩きしている」と批判。一

律の総量規制を図書館にあてはめる教育的妥当性はあ

るかとの青木議員の問いに、教育長は格差について全

く触れず、総量規制に対しては「全市的方針なので」

と、教育的見解は一言もありませんでした。

「民間活力」は図書館にはなじまない
直営館は6館だけを残し、他は全て民間でという構想

に対し、青木議員は「継続性と安定性の確保（図書館

法）の必要がある自治体図書館には、指定期間の短い

指定管理制度はなじまないことを国も認めている」と

迫りましたが、教育長は指定管理者制度の課題には触

れませんでした。

市民へ十分な説明もなく、課題も解決されないまま

構想を策定することは許されません。8月の意見公募で

集まった意見をしっかり調べ、構想案を見直すよう青

木議員は強く求めました。
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